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全体記録およびその考察
テレメータ研究班

1．第1回飛翔（ベビーT1号機）

　日時　9月17日　14時31分発射

　天候晴れたり曇ったり．
　　　　　　　　　　　　　’u
　14時の気象状態

　　　　　　　　　　　　　　全圧

　　　　　副搬送波発振器ヒータ電圧

　　　　　　トラソスデrサ　T．D．1

　　　　　テレメータ送信機　UT－4＃1

受信アソテナは八木アγテナを用い，ラyチャと平行

し，仰角約50°に設置した．この状態にアyテナを固定

したままで，後述の受信記録に見るように，発射より海

中に落下するまで，連続受信可能であった．

　記録結果は附図一1にその全体を縮尺記載した通りで

ある．イグナイタ・スイッチの閉路によって記録紙にス

Je　”一ト・マークが記録される・また，　Pケヅトが海中に
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没すると電波がこなくなるために受信機出力は雑音のみ

となり，これに伴って信号弁別器出力もまた雑音的変化

を示すので，記録結果から明瞭に落下時刻を求めること

ができる．この両者から全飛翔時間を知ることができる

が，第1回のべピーTのそれは，40．3秒であった・

　八木アソテナには偏波面がある．ロケットのスピソに

ょって，Vケヅトの送信アyテナの偏波面と八木アソテ

ナの偏波面が直角に近い位置では，受信レベルはほとん

ど雑音限界まで低下し，その時期には大きな雑音が記録

にあらわれる．附図一1にスピソと記載した位置がそれ

で，1回転当り2度雑音があらわれる．第1図は飛翔時

　　　　　　　　　　　　　　　　　間とロケットの

　　　　　　　　　　　　　　　　　スピソの数の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係を受信記録か

　　　　　　　　　　　　　　　　　ら求めた結果で

　　　　　　　　　　　　　　　　　ある．発射直後

　　　　　　　　　　　　　　　　　はほとんどスビ

　0　　　　　　10

第1図　ベビー・　T1号機スピン状況

ソがなく，10秒前後から極めて一定の間隔（5・3秒に1

回）でスピソが起り，落下点近くではかなり早くスピソ

している．

「pm
T’＋．　　　　　　　　へ　　　　

　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　1

発　　射
点、

1．3V

Ch。4副搬送浪発撮器 　一圓転

一＿ヒーヌ電圧
スヒoン スヒ゜ン スヒニoン スヒ゜ン ス　　　　ス

q゜　　　ビ
刀@　　　ン

一㌔

Gh．5加速度

スピン　む又ヒン　むスヒソ　むスこソ 善ン∬ス」ノ7ハ

rン

　　ヌビンスヒン　むスヒン

》

塑璽「」■ヱ「［「 帽酵

・」紬』山山幽肱μμ←・トi抄匹…一判一一…紳軒陣μ昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿＿一一＿一一一L＿．＿．＿＿」一

　　Gh．2全
280相！ts－

200m／s－
100佃／S－

　0

　　圧

Vwrワ網「WltSNML－，－tiwlv／r－「卜区嚇

Ch．1紳　圧

2．OKm－
1．6Krn－
0　’”一’”

Om

一＿＿⊥＿＿－tt．．．．一

一＋㌦〔禍［〔［脚曝ヤ
一一L」＿＿＿＿＿一＿＿＿1

飛翔ヨ寺向　（秒）

012545　　　　10　　　　15　　　　20　　　 25　　　　30　　　 55

　　　　　附図一一1ベピ・一　T詳1受信記録9月17日飛翔飛翔時間40・3秒
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第；8巻ヒ．第2暑ト

　　　　第　　2　図　　上からスタート・マーク．ch・4．

　ロケット発射の瞬間より約百数十msecにわたって，

かなりの雑音が祀録にあらわれている．第2図は記録の

．その部分を示すものである．これは別項記載のよ｝に，

ラyチ†内をPグットが運動する際に生ずる送信周波数

の大幅な変動に基くものである．

　附図一1の記録に見るように，ペビーT1号機におけ

る観測結果は大きな雑音を伴ワて現われており，その変

イヒの状況もあまり正常ではない結果とな．、ている．凪載

。装置については，9局16日にトラyスデューサとテレ

メータ送信機を組合わせで，地上において試験を行．，た，

その際，トランスデューサの設計が当初発表されたペビ

ー型ロケットの性能に準拠して行われておウ，したがっ

て，本実験に予想される程度の飛翔性能では，かなり感

度の低い状況で使用せざるをえないと結論された．その

ためトランスデューサ班の方で，17日の試翔にはぎりぎ

りの最高感度になるよう，トラソスデューサの再調整を

：行ttたものを用いたが，これによってその機械的安定性

．が低下したように思われる・

　トラソスデューサの感度向上は，液体ピックPアップ

．の可動極を正側の固定極に近ずけることで得られる．し

たがっていっぱいまで感壁を高めるよう細工した場含，

何らかの衝撃をうけたり，あるいは予定を上まわる飛翔

性能では，可動極が正側の固定極に接敏することは十分

考えうることである．この現象の起ることを仮定すれ

ば，附図一1の全圧と静圧の記録結果も一応解釈力．つく．

己h．3、ch．2，ch．1および時聞目盛の記録

69

し30秒の間で，静圧の記録が，

分を除いてほぼ一定になッているのはこのためで，

間，全圧の記録はこの洩話によワて支配され，これまた一

定値を示している．17秒ないし20秒の聞，静圧記録の

大幅の上昇と全圧記録の大幅な下降は完全に同時に起っ

ており，全圧記録が洩話で亥配されていることを裏書ぎ

している．

　静圧用ピッ／11アノブの接触は34秒付近で離れておウ

それ以降における全圧の記録はほぼ正常なものであろう

と考えられる．静圧記録も最後の部分も大体正常に近い

動作とみられるが，いずれも一度接触というような異常

を経ているので，較正値が適用しうるかど5かは疑問と

される．

　加速度の記録には，飛翔の初期に雑音的変化が生じて

いるだけで，ほとんど変化がない．もちろん，飛翔中の

大部分に変化が現われないのは当然であるが，Fケット

に推力が加わワている聞もほとんど見るべき変化を示さ

ないのは，いずれ．の原因によるか十分研究を要する点で

ある，

　lt・一タ電圧の記録はテレメータ送信機の動作を監視す

る目的でとったものである・これが一定に出ているのは

電池の特性から考えて当然の結果で，スピソに基く雑音

しかでないのは，ほぼ送信機が正常に全期聞動作したこ

とを示L．ている．

　1号機の結果は均上の通りで，飛翔性能に関する資料

　全圧の空宜と液体ピック・ア

ツブのリンクは加速度の影響を

受ける，発射時の雑音が，全庄

において特に長くあらわれてい

るのはその影響である．全圧用

のピヅク・アップは5秒前後か

らあと，可動極が固定の正極に

接触したものと考えられる．7

秒位から17秒位の間全圧がほ

ぼ一定値になっているのはこの

ためである．一方静圧の方はほ

ぼ正常に動作しているが，17秒

附近で急に大きな変化を示して

いるのほやはり固定極に接触が

おこワたためとみられる，この

結果ch．1の周波数は規定帯

域を大きく超え，その漏話によ

ってch．2の動圧の記録が大

きくFる結果を招来した．静圧

ピック・ア　ブの接触は不安定

で、20秒位までの間，何回か断

続し遂には接触しつづけの状態

とな．Jたようである．20秒ない

　　　　スピyによる変化の部

　　　　　　　　　　　　この
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としては，飛翔時聞とスピソの状況を知り得たにとどま

る，ただし第1回のことで，果して塔載機器が発射時の

画撃に堪えるか否かは重大関心事であワたので，その点，

十分湛えることが判明したことは大きな収穫であった．

2．　第2回飛翔（ベビーT2号機）

　日時9月19日14時58分発射
　天候晴れたり曇ッたり・

　14時の気象状態

　　　　　　　　　高度寵Om
気気湿風風

　測定量　　．1静圧　　　　全圧　ch．3加速度

　　ch．4　冨聾搬送波発振器ヒータ電圧

　使用器材　トラソスデューサ　T・D・1

　　　　　テレメータ送信機　UT－4＃2

　受信アソテナはヘリカル。アyテナを使用し，第1回

の八木アyテナと同様，ラソチャに平行で仰角約50°に

固定した．

　測走量は第1回試翔の時と同じであるが，記録用のぺ

y描きナシログラフの一素子に，受信機のAM検波電流

を増幅して加え，空中線入力の相対的なレベルを記録し

た，また，ランチャ出口のところに電気標的を設置し，

これをロケットが切る瞬聞の刻時マークを記録し，スタ

ート・マークとからラyチャ離脱に要する時間を測定し

圧温度向速山 1014mb

20．8°C

　63％
西北西

9，8m！s

た．

　2号機の試翔は，ノースタの

み点火し主ロケットが点火しな

かったため失敗に帰した．Pケ

ットはブースタのついたままラ

ソffヤを離脱数＋米前方の砂

浜に落下し，尖端から主ロケッ

トのエソジン部の前端まで砂中

に突きさkり，墜落の衝撃で，

S．Yジy部と平行部の接合個所

が折れた・

　失敗の原因は遅延イO’ナイタ

の欠陥と目されるが，この経験

からイグナイタ回路の点検方法

が，別項（全般記録参照）のご

とく改められた，

　ランチャ離脱点のマー．クも記録されている．プースダ

のみの推進で意昧はないが，離脱に要した時聞は0．2（〉

秒である・記録に見る通り，Ptケットがラyチャ内にあ

る期間中，受信レペ1Lが雑音的に変化し，これに対応し

て各チャyネル共雑音が出ているのは，1で述べた理由

によるものである．

　全飛翔時間は4．8秒．砂中から掘り出したトラソスデ

＝一一サおよびテVメーダ送信機は，いずれも外観機能

は正常であった．

3・　第3回試翔（ベビーT3号機）

　日時9月21日14時51分発射
　天候曇り時u晴れ．

　14時の気象状態

　　　　　　　　　　　　　全圧　　　3

　　　　　副搬送波発振器ヒーダ電圧

　使用器材　トラソスデューサ　T．D．1

　　　　　テレ．メー．ダ送信機UT－4＃7

　受信アソテナはヘリカノL・アソテナな仰角40；で使用

し，受信レペルを同時に記録したことは2号機の場合と

同じである．

　3号機ではランチャ内に数ケ所の電気標的をおき，ラ

　　　　　量気気湿風風定血　　　　　測

高度＝Om　1050m

　101Lgmb　900mb
　　20．19C　13．8°C
　　　　　L
　　　70％　　75％

　　東南東　　141

　　3．4m／s　6rnis

ch，　1　静日≡　ch．2

204em

800皿b
8．4°C

　86％
210

5m／s

3131m

700mb

O．6°C

93％
220

8m／s

　加速度

第　　3　図　 上からスタート・マーク．離脱マーグ，空巾線入カレペル、ch．1，2、3，4及び時間目盛

　第3図は受信記録を示す。これから明らかなように，

トラソスデューサ（加速度の部分を除いて）もテレメー

タ送信機も，正常に動作していたことは分るが，飛翔が

正常でなかったので，デーダとして見るべきものは得ら

れていない．

yチャ内の速度変化を求めた．この結果は別項の通りで

ある．

　3号機の試翔では，発射と同時に受信機の信号出力が．

雑音のみとなり，全チャyネル共測定に失敗した．受信

機の検波電流は正常で，落下点まで記録することができ

た．これらの点を総合して，テレメータ送信機のうち混
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第8巻　第2号 71

合・変調器部に，電源接続用ビスの接触不良といった比

較的簡単な原因にもとずく故障が発生したものと考えら

れる．試翔直前にテレメータ送信機の動作をチェックし

た際変調度が著るしく浅いことが認められた．その原

因が明らかにならないうちに正常に復したのでそのまま

実験を進めたところに手抜かりがあったもので，十分時

聞をかけて点検を行っておれば，恐らく防ぎえた事故で

あったと思う．

を仰角40°で使用し，その受信レベルを同時記録したこ

とは3号機と同様であるが，その外に秋田測候所の好意

で別にもう1台，ラジオ・ゾソデ用の受信機の貸与をう

け，これで八木アyテナ（仰角40°）の受信レベルも同

時に記録した．3号機の記録に現われたように，ヘリカ

ル・アソテナでは飛翔の前半におけるスピyを求めるこ

とができないので，全般の状況を知る目的でこのような

配列にしたものである．

発　　射
1 下1

_

ヘリカル・アンチナ受倍強度
飛翔時向（秒）

0　　1　　2　3　4　　5　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　こ｝0　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　40

　　　　　　　　　　附図一2　ベビー一　T＃3

　附図一一2は3号機の受信レベルの記録結果である．ヘ

リカル・アソテナを使用しながら，飛翔の後半にスピソ

にもとずくレベル変動の認められるのは，送信機のアソ

テナの指向性が，ロケットの軸に対して非対称であるこ

とから説明される．

n42D

n＋t5

n＋10

n÷5

40

受信記録9月21日飛翔飛翔時間41．8秒

0 01 20 50

第4図　ベビーT3号機スピン状況

　3号機のスピ

yの状況は第4

図の通りで，こ

の状況から考え

て飛翔の前半に

も相当のスピソ

をしていると見

てよいが，記録に示された通り，飛翔の前半にほとんど

その影響が現われないのは，ヘリカル・アyテナが偏波

面に左右されないことによるものである．

　受信レペノLの記録から海中に落下の時刻が求められ

る・3号機の全飛翔時聞は41．8秒であった．

4・　第4回試翔（ベビーT4号機）

　日　時　9月22日　17時12分発射

　天　候　晴れ．

　14時の気象状態

　　　　　　　テレメータ送信機底面温度

　副搬送波発振器ヒータ電圧　ch．3尖端部表面温度

　ch．4　静圧

使用器材　トラyスデューサ　T．D．1

　　　　テレメータ送信機　UT－4＃6
テレメータ信号の受信アソテナはヘリカル・アソテナ

気

気

　湿

風

　風

測定量

　高度＝Om　1047m　2030m
圧1016．9mb　900　mb　800　mb

温23．8°C14．40C　7．10C

度53％59％61％
向南々東121172
速　　6．7m／s　5m／s　　4m／s

　ch．1

3122m

700mb
6．6°C

17％

354

6m／s

　ch．2

馴落　　i

　記録結果は附図一3に示す．スピソに伴う雑音が飛翔1

の後半に現われているが，それ以外のところでは非常に

良好な結果が得られている．トラソスデューサの感度を

極度に高あるようなことをせず，1号機の場合のような

機械的不妥定のないようにしたことが良い結果を与えた一

が，一方，記録に見るように信号の変化が小さくなって

精度の低下を来たしたことは否めない．

　記録は全飛翔期間にわたって得られており，これから

求めた飛翔時間は39．4秒である．

　静圧の変化から最高高度を求めると1，450　mとなっ

ている．飛翔時間から考えると，若干下廻った値である

が，確度の向上は今後の研究課題であろう．

　尖端部表面温度は発射前19°Cで，i飛翔中2。5°Cの・

温度上昇を記録している．これはこのまま受取り難い数：

字であるが，測温用サーミスタの貼布に際し，アラルダ

イトで全面を厚く覆ったため，極めて熱容量が大きく，

かつ熱伝導もわるい状態となったことによるものと考え

られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　送信機底面温度については，その温度上昇に関する資

料が皆無であったため，100°Cまで測定しうる測温回路

を使用した．実際の温度上昇は記録にある通り5～7°C

程度で，予想以上に低い値を示した．変化が小さカ㍉，た

ため記録精度も悪く，また測温サーミスタの取付などに

も若干の疑問の余地があるので，数値の絶対値に誤差は

あるであろうが，目安として底面部の温度上昇が大した．

ものでないことは結論できよう．

　ヒータ電圧の記録は1号機同様，テレメP・・一タ送信機の

動作が正常であったことを示す．測定値も地上試験の結

果と一・致している．

　八木アyテナによる受信強度は，飛翔の前半にもスビ

yのため大きく変動しているが，一方ヘリカル・アゾテ

ナの方はこの期間ほぼ一定の強度で受信しうることは，
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発　　射

1gdic
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　蝸沖
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1．20V

　I

Ch．1テレメータ送信概底面温慶

L・L一漏晦凱 1

　　　　01　2　5　4　5　　　　　　↑0

　　　　　　　　　　附図一3

記録の結果から明らかである．

受信レペルの変動は，記録に雑　1

．音の混入を招来するから，直線

偏波の送信アyテナを使用する

限り，テレメータの受信にはヘ

リカル・アソテナが有利である

と結論できる．ヘリカル・アy

テナの場合でも，送信アンテナ

・の指向性によワては，スピyの

影響のあることがこの結果から

．明らかで，この点は将来の機器

．の設計上，かなり注目すべきこ

とである．

　第5図に記録の一部を示す．

ヘリカル・アyテナと八木アy

．テナの受信強慶のスピyによる
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　噛　．　　　　　　　・　　　　　　」－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　　　15　　　　　　　　20　　　　　　　　25　　　　　　　　50　　　　　　　　55

ベビーT＃4受信記録　9月22日飛翔　飛翔時間39・4秒
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第6図　ベビーT4号機スピン状況

　　　　　　第

変化が，両者交

．互に現われてい

るのは，前者は

送信アγテナの

指向性の非対詠

により，後者は

主として偏波面

の変化によりレ

ペル変動を生ず

5 図上ヘリカル、下八木アンテチ受信強度

ることから解釈しうる．第6図は．スピソの時聞的変化で

あり，4号機はかなり早いスピyを伴って飛翔したこと

が分る．

5．　第5回試翔（ベビーT5号機）

　日時9月23日14時37分発射
　天　候　曇り・

　14時の気象状態

　　　　　高度＝0皿　966m　1962m　3079m

　　気　圧　1005mb　900mb・　80Q　mb　700　mb
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第8巻　第2号
温度向速　　　　量気湿風風定　　　　測

20．7°C

　76％

南　東

7．6m／s

17．1°C

　68％

194

17m／s

　　　　ch．　尖端部表面温度

　　表面温度　　　　副搬送波発振器ヒータ電圧

　　ch．4　静圧

　使用器材　トラソスデューサ　T．・D．1

　　　　　テレメータ送信機　UT－4＃3

　受信アyテナは仰角400のヘリカル・ナソテナで，別

に仰角40°の八木アソテナを使用し，両者の受信レベル

を同時記録したことは4号機の時と同様である・

　測温用サーミスタの1個は尖端部に，サーミスタ表面

が露出するよう留意し，もう1個はエソジγ部外壁に直

接貼布した．

13．00C　　7．80C

　89％　　97％

235　　　245

127　m／s・28m／s

　ch．2　エソジソ部

73

　尖端部温度はサーミスタ貼布方法の改善でレスポソス

が向上し，相当妥当な変化を示している．発射後最高速

度に達したと目される附近で20°Cの温度上昇となり，

最高点附近で最低温度12．5°Cを示し，落下に伴って再

び漸次温度が上昇し，落下点でほS’発尉前の値にもどっ

ている．初めの20°Cの温度上昇は，Pケットの推定速

度から空気力学的に決る値と良く一致している・最高高

度の附近の12．5°Cという値は，ラジオ・ゾyデによる

観測結果より若干上廻ッた結果であるが，全般的な変化

の様i相は妥当なものといってよい・

い干yジy部表面温度の測定に使ったサーミスタは100

℃Cま1でのものであった．発射直後の30～35°Cの温度

上昇はグースダまたは主Ptケヅトの点火による噴射ガス

が廻り込んだものと見られ，次で主ロケットの燃焼でエ

yジy部の温度が非常に高くなったため（地上試験では

　m　㎜　駈射脳発　佃1
　　0

1550M

Oh．3副搬送波発振番ヒータ電圧

　　不明（動作範囲逸脱）

5ぴ P。℃樫騨『…

　　Ch．2エンジンタト壁温匿

＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿一＿＿＿＿＿

1襲L⊥ユ」一上一一一一一⊥一一一一一

尖端部温度

t4。c　　34°c

Gh．1尖1端部巌面温度

12．5°C

八木フンテナ受信強度

ヘリカル・アンテナi受信強度

隙

　　　〇／2545　　　　10

飛翔時向（秒’・

15 20 25 30

附図一4ベビe－一　T＃5受信記録9月23日飛翔飛翔時間39・0秒

　記録の結果は附図一4に示す通りである．八木アソテ

ナによる受信レベルに徴して見ても分る通り，5号機は

非常に安定で，初め数回スピソしたきりあとはほとんど

スピソせずにi飛翔している．そのためヘリカル・アyテ

ナの受信レベルも安定で，記録には雑音の混入もほとん

どなく，5回の試翔中もっとも良好な結果が得られた．

　受信記録は全飛翔期間にわたって得られており，これ

から求めた飛翔時間は39．0秒である．

　静圧の記録結果から求めた最高高度は1，350mで4

号機同様，推定を若干下廻った結果である．

55 40

200°C）遂に焼切れたものと推定される．2秒以降記録

が雑音のみとなったのはこのためである．

　ヒータ電圧の記録は4号機と同じで，地上試験の結果

と一致しており，テレメータ送信機の動作が正常であっ

たことを示している．

　第7図は落下点附近の受信記録である・落下と同時に

記録が急に雑音状になるので，落下ぞ）時刻は極めて明瞭

に求められる．

　第8図は八木アyテナ受信レベルより求めた5号機の

スピソ状況で，前述のように極めて安定なi飛翔であった
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74

ことが看取でき

よう．

6．　試翔準備に

　　関する事項

　試翔に当って

第　7　図

　　窯

　　［

圃蘭圏［励．

　　　　　　　　。　　　10　　　密　　　Io　　　ao

　　　　　　　　第8図　ベビーT5号槻スピン状況

は万全を期するため，現地で種々の模型実験その他が行

われたが，以下その主なものについて述べておくことと

する．

　1）吊上試験　テレメータ送信機は電源が無理した使

い方であるため，スイッチ投入後約10分を経過しなけ

れば，動作が安定しない．電池を新らしく入れ，どのよ

うな経過で，どのような状態に動作が落着くかは，個々

に予め実験せねばならない．

撫評

箏9図

　受信を完全にす

るには，特にRF

送信周波数がいく

らになるかが分っ

ている必要があ

る．UT－4は自励

振であるため，R

F周波数は，アy

ナ附近に物体があ

れば，その影響を

受け，飛翔中のよ

うに自由空間にあ

る状態と異なる二

とになる．そのた

め，前記のような

実動試験はできる

生　産　研　究

だけ自由空間に近い状況で行う

必要があり，これに適うものと

して吊上試験が採用された．

　第9図は吊上げ試験の状況を

示す．ロケットの模型に送信機

を装着し，滑車でこれを吊上げ，

ほとんど自由空間に近い情況を

現出しようとするものである．

　吊上試験は必ず各器材につい

て実施したが，その聞，吊上時

と地土に置いた時の発振周波数

の差から，地上に木製の椅子

（高さ約50cm）をおき，この

上にロケットをおけば，自由空

間との差はほぼ200・kc程度で

あることが確められた。これに

よワて発射前の動作試験の結果

を見て，受信機の待受状態’2tよ

り確実にすることが可能となっ

た．

　UT－4はRF周波数が安定ではないが，こ5した試験

によワて，飛翔時は，毎回，受信機の待受周波数とRF

中心周波数が，ほとんど完全に一．一一致する成功が収められ

た．

　2）ランチャ内の動作状況　当初ラyチャの構造か

ら，ラyチャ内にロケッbのある聞は，ほとんど電波の

輻射はないものと思われJまた，アソテナとラyチャの

結合によって，周波数が大幅に変動し，最悪の場合には

発振が停止するかも知れないと予想された．

　ラソチャ内に模型機を装入した結果から，電波が十分

輻射されることが判明した．また，第1号機の結果から，

ラyチャ内での周波数と，飛翔時のそれとの差が意外に

少ないことが明らかとなった，もちろん発振が異常にな

るようなことも起らなかワた，

　Pケ，ト発射のスイヅチが入。てから，約゜・1秒程度

受信記録に大きな雑音が混入することが認められる・こ

の原因は，発射時の画撃とは考え難く，ほぼその発生期
　　　　　　　　　　’間が，ロケットがラ、γチャ内にある期間と一致すること

から，何かラソチャの影響であろうと予想された・

　ロケットをラyチャに入れ，紐で移動させて調べた結

果，RF周波数が圭1Mc程度の幅で，交互に繰返し

て変動することが知られた．ラソチャの鉄骨枠がアyテ

ナを挾む位置にあり，アソテナ上の電圧腹部が，この鉄

骨枠の附近にくると，相互の結合が密になり，周波数が

十1Mc位より一1Mc位まで，急激に変化する．鉄骨

枠は一定間隔にあるため，このような周波数変動が，交

互に繰返し起るのであると結論された．周波数がこの程

度までズレると，受信機の受信帯域のほとんど端にきて

「



第8巻　第2号

しまうため，Video出力がつぶれて信号弁別器の動作が

不良となり，雑音を発生するのであって，．二れで受信記

録に現われる雑音の原因が説明された．

　試翔実験の際　ロケットがラソチャ内に静止している

．時受信した周波数と，飛翔中のそれとの差が小さか．．た

のは，偶々ラソチャにロケソットの装填された位置が，

好都合（すなわち，ア・Vテナと鉄骨枠の結合があまり密

でない位置）であったことによるものであ一，た，

　3）　パワー・モニター　ランザヤ内にあるロケヅトか

．ら電波が輻射され，正常な動作の監視が可能であワたこ

とは前記の通りであったが，この場含は，受信点までの

．距離も近いため，RF出力がたとえ小さくても，そのま

ま見過ごされる恐れがある・これを検するため，ラソチ

†下方に，アソテナと適当に結合させて小ル．一プを置き，

75

　　　　　　第10図

設置の状況は第10図に示す通りである，

　　　　　　　　　　　　　　　　（1955．　12．　24）

鉱石検波器（IN

23A）で整流し，

その出力電力を受

信所で監視しうる

よ5にした．正常

動作の時，100μA

電洗計がほ4fFull

Scaleまで振れる

ように設定し，そ

の振れからRF出

力の目安をうる仕

組であワた・鉱石

1
ミシシッピ河の水先案内

一一xビーT時の思出話
▼ベビーT実験の総指揮に当．、た高木教授は，体重20

貫を超え珊体とその悠容たるncえで，す・ぶる安定感

がある．さる記者と思わ．tLる人が西郷さんの風格です

ね・といったのは・いいあてた言葉だと思った．強い西
i風が砂じんをとばしている砂灘の。しの。しと歩塒

けよ謹量感が頼もしく見える・先年生研運動会のeeし物

で各部競演の仮装行列が行われ塒，高木教授は1短、、

紺がすりの着物に兵児帯をしめて，西郷さんとして登場

したことがあった．西郷さんは衆目の一一致するところ．

耀蟻総欝欝ll麟1
まで南北に真直ぐな海岸線のほぼ中間で，日本海の雲や

　風を：えぎる何物もない．だから1日の内でも瞬時にし

　て晴曇雨風急変L．て天候が定まらないことがあoた．こ

　の間にあって1日準備，1日飛翔という愼重な構えで実
’験を遂行したのだから，男心の方は自若たるものがあ．．

i篤器：躍濃費驚謄1：誌諺禦
対する理解と協力にすぐれ，馴れない現地で大へんやり

　よかったことである．観測ロケットを理解しようという

1現地の熱意は，諸所方々で糸川教授が講演を求められた

　ことでも分る．ともかく基地拡張問題がさわがれていた

世間に比べ，われわれは幸福だ．．たし，またわれわれの

実験が刺傲になってこの地から科学を志す人が多くなる

ことはありうるかもしれない，とこれは幕．曾で語り合ワ

た思い出の一節．

贈T懇に参加し醐麗気研究所の倉爾芳君は凍
大第二工学部出身で高木教授とは師弟の関係にある．同

君が高木教授の夕食に招ばれた時，せがまれてこんな話

を述懐した・T1・号機飛翔を明日に控えたそのH，自分

の宿舎である曙荘の実験員の誰彼を前にして，もしわれ

らの不覚で，実験が失敗したら，高木教授の前に両手を

ついて，こういりて詫びるのだという話をした．その話

というのは，ミシシッピ河のある渡船業者が有能な水先
tt^案内を募集した時，幾人かの応募者があったが，第一の
1

応募者は，主人の質問に答えて，自分は長年ミシシッピ

河で船を操ってきたが，まだ一度も失敗したことがない

から，ぜひ自分を雇ワてくれと強調した．第二の応募者

が，罷り出ていうには，儂も，この齢までミシシッピ河の

船頭をやってきただが，いやもう数えきれねえほどしワ

ペえをやり，何度も命拾いしてきましただ，そんでミシ

シッピ河についちゃあどこに浅瀬があり，どのへんが難

所だちゆうことは，たいてい知っとるつもりどす．この

主人はわが膝を打って，お前は一番信頼できる水先案内

だ，わたしの求めていたのはお前だといワて採用した，

この逸話は倉茂君の人事を尽くして天命を待つの精神と

実験心理をよく洞察してこれをリードした名人芸と槻じ
て害き留めておく，

▼テレメータ受信室のテープレコーダは4種の電波を】．

本にキャッチして細い高い雅楽の調べのひとふしのよう

な快よい響きを蔵している．T3号槻の時このテープレ

コーダが止まって記録の再生は望めず■たった1枚，イ

ンク直記した記録紙が残されたが，これを見ながら，貴

重だよ，35万円するんだは正に実感．

▼誰が始めるとなく道川晦岸の砂浜で石の採集が一一部の

人達にひろまった．石を拾うのはホームシヅクでなく，

単調な砂丘の上に見出した小さな慰めである．風浪と風

砂に角がとれ，石相を露わにした石は多く水成岩で小粒

聯繋露蕩驚驚：含雛罪望婁欝1
よといって野村助教授が拾われた石は，クリーム色の滑

らかな表面に火星の運河図をえがいたようrc，海藻様の

ものが細い不規則線に象眼された美的なものである，

▼実験に大事なのは，皆の睡眠だろうといったら，沢井

教授が早速現場宿．舎を偵察してきて，さにあらず脂肪分

補給だということになった・ある日休日の秋田市内川ば

た通りに生研の白いテントをつけた輸送車が停車してい

るのを見届けてきたのは沢井教授で，よろしく補給して

いるのだという情報だった．高木教授から京大の前田憲
一一ｳ授FC　Tの実験はぜひ来て見てもらいたい，22，23目

は星合所長も秋田に来ている筈だから，そのことも書き

そえて打電するようにとのことで電報局へいワて頼信紙

に向かったが，よい電文が出てこない．かたわらで沢井

教授が「22ヒ23ヒホシアイアキタ＝アリゼ　ヒコラレタ

シ」は名文であろう・　　　　　　　　　　（J．S）
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